
（協議会名） 目標値（千円） 実績値（千円） 達成率(%) 目標値(ha) 実績値(ha) 達成率(%)

事業実施主体名 対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価被害金額 被害面積

有害捕獲
カラス捕獲箱　　１基
追い払い　　　　６回
センサーカメラ　１基

和泊町有害鳥獣捕獲対策
協議会

100%

緊急捕獲 カラス35羽 ‐ 100%

R4 有害捕獲

カラス捕獲箱　　１基
追い払い　　　　５回
センサーカメラ　３基
捕獲箱管理　周年

和泊町有害鳥獣捕獲対策
協議会

R4 100%

R5
有害捕獲
被害防除

狩猟免許取得事前講習会受講料助成　１人
追い払い　５回
捕獲箱管理　 周年
鳥獣対策研修会　３人

和泊町有害鳥獣捕獲対策
協議会

R5 100%

有害捕獲 カラス捕獲機　１基 知名町有害鳥獣捕獲対策
協議会

100%

緊急捕獲 イノシシ　　　　４頭 ‐ 100%

R4 有害捕獲 イノシシ捕獲機　３基 知名町有害鳥獣捕獲対策
協議会

R4 100%

R5 緊急捕獲 カラス　　　　635羽 ‐ R5 100%

有害捕獲
被害防除

免許取得事前講習会受講料補助　３人
協議会費

指宿市鳥獣被害防止対策
協議会

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　338頭
イノシシ(幼)     44頭
シカ　　　　　　 31頭
アナグマ　　　　225頭
タヌキ　　　　　 71頭
カラス　　　　  440羽
ヒヨドリ　　　1,675羽

‐ 100%

有害捕獲
被害防除

狩猟免許取得事前講習会受講料助成　７人
協議会費

指宿市鳥獣被害防止対策
協議会

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　370頭
イノシシ(幼)     35頭
シカ　　　　　　 41頭
サル　　　　　　　1頭
アナグマ　　　　171頭
タヌキ　　　　　 48頭
カラス　　　　  417羽
ヒヨドリ　　　　579羽

‐ 100%

有害捕獲
ICT等新技術の活用
被害防除

狩猟免許取得事前講習会受講料助成　７人
ICT等新技術実証
ドローンを活用した鳥類防除技術実証
協議会費

指宿市鳥獣被害防止対策
協議会

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　405頭
(捕獲頭数にの増加に応じた加算 うち77頭）
イノシシ(幼)     22頭
シカ　　　　　　 49頭
アナグマ　　　  166頭
タヌキ　　　　　 66頭
カラス　　　　  183羽
ヒヨドリ　　　　112羽

‐ 100%

和泊町有害鳥
獣捕獲対策協
議会
（和泊町）

和泊町全域

イノシシ
カラス
キジ
ノヤギ

R3

カラス         48
キジ          106
合計          154

・イノシシは捕獲数、被害共に減
少したが以前集落と山の境界付近
のサトウキビ畑で食害が見られる
ため、鳥獣被害対策実施隊の巡回
や被害報告の共有と被害発生地で
の捕獲器設置等の対応が今後必要
である。
・カラス、キジは警戒心が高いた
め捕獲数は増加・減少を繰り返し
ている。山の境界近辺以外に海岸
沿いの耕作放棄地で度々カラスと
キジの姿を目撃することがあるた
め、地域住民に集落内圃場の草刈
りや不要果実除去の呼びかけを実
施し、被害発生地での継続的な捕
獲活動が必要である。

　(一財)鹿児島県環境技術協会　環境調査部環境生物課専門員
　稲留　陽尉氏

　イノシシによる被害が最も大きいが、これまでの捕獲活動に
よって生息数は減少していると考えられる。一方、生存個体は
警戒心が強く、箱罠での捕獲は難しいと考えられる。そのた
め、くくり罠による捕獲を推進するとともに、被害発生農地付
近ではセンサーカメラを設置し、撮影情報を捕獲従事者と共有
することで捕獲作業の効率化を図ると良い。
　カラスは継続的な捕獲によって被害が抑えられつつある。農
作物が餌となることを防ぐと同時に家畜の飼料や生活ゴミが餌
として供給されないよう関係部署の協力が重要である。キジに
よる被害対策は、捕獲が中心となっている。そのため、目撃情
報を捕獲従事者に提供するとともに、被害発生地周辺で捕獲す
ることが効果的である。

・事業の取組状況は，
推進事業でカラス捕獲
機やイノシシ捕獲機を
取り入れており，利用
率が高く，カラスの捕
獲率も高くなってい
る。
・被害防止計画の目標
と達成状況は，イノシ
シ，カラス，キジとも
に達成していないた
め，引き続き，目撃情
報を共有や被害発生地
周辺での捕獲強化を行
う必要がある。

　カラス捕獲箱の設置に伴い，捕
獲数の増加が認められた一方，カ
ラス及びキジの生息数，目撃数の
増加による被害面積及び被害額が
やや増加している状況である。

　(一般)鹿児島県環境技術協会　環境調査部環境生物課専門員
　稲留　陽尉氏

カラスによる被害によって、捕獲目標を達成できていない。推
進事業を活用してカラス捕獲箱の設置や管理、監視を行ってい
るが被害の減少には至っていない。農地の大きさに応じてテグ
スや防鳥網を使用した侵入防止に取り組むとともに、捕獲箱に
よる捕獲を継続しつつ、プリチャージ式の空気銃での捕獲技術
者を招へいして捕獲技術を定着させたい。
これまでのところイノシシの侵入は確認されていないが、引き
続き情報収集によって早期発見・対策ができるよう監視体制の
維持は重要である。また、ノヤギの捕獲を想定して捕獲後の処
理手順について確認・準備しておく必要がある。

・事業の取組状況につ
いては，推進事業でカ
ラス捕獲機を購入
するなどして，利用率
も高い。
・事業実施主体も，事
業を取り入れたこと
で，捕獲数の増加も認
められるが，依然とし
てカラスの被害額や面
積が増加しているのが
懸念事項である。

カラス        71
キジ          ８
合計          79

カラス       △10%
キジ          313%
合計          210%

カラス        0.1
キジ          0.1
合計          0.2

カラス        0.1
キジ          0.0
合計          0.1

カラス       50%
キジ        325%
合計        200%

イノシシ      120
カラス        124
キジ           56
合計          300

イノシシ　　　53%
カラス　　　△71%
キジ　　　　△85%
合計　　　　△11%

イノシシ　　　0.1
カラス　　　　0.1
キジ　　　　　0.0
合計　　　　　0.1

イノシシ       0.1
カラス         0.2
キジ           0.0
合計           0.3

R3

再評価

指宿市鳥獣被
害防止対策協
議会

指宿市全域

イノシシ
シカ
サル
アナグマ
タヌキ
ノウサギ
ヒヨドリ
カラス
スズメ
カモ
ドバト
キジ

知名町有害鳥
獣捕獲対策協
議会

知名町全域
イノシシ
カラス
キジ

R3

イノシシ      100
カラス         71
キジ           32
合計          203

・イノシシによるさとうきび畑の被害
が元年度は143千円あったが、推進事
業と緊急捕獲活動支援事業を活用した
捕獲機の設置、猟友会の有害捕獲を実
施した結果20千円ほど減少した。また
令和元年時の捕獲数39頭から令和５年
度には１頭と捕獲数も減少しており、
被害報告数も減ったため生息数も減少
していると思われる。
・カラス、キジについてはともに令和
元年より10千円以上被害が拡大してい
るが、緊急捕獲活動支援事業を活用し
てカラス捕獲を実施した結果、捕獲数
は令和４年度494羽だったのに対し、
令和５年度は635羽捕獲している。

R3

R2

R4

R3

　前年度目標未達によ
る評価２年目である。
被害金額・被害面積と
もに達成できた。
被害は，イノシシ，ヒ
ヨドリで全体の５割前
後を占めている。
　今後は，目標達成に
向けて，第三者の意見
を参考にするととも
に，県内他地区の優良
事例等を収集・解析し
て市の被害防止対策に
活用することが重要で
ある。

R4

イノシシ    1,032
ノウサギ        -
タヌキ        523
カラス        555
ヒヨドリ    2,124
サル          118
アナグマ    1,716
シカ          259
キジ            -
合計        6,327

イノシシ　　　△2%
ノウサギ　　　331%
タヌキ　　　 皆増

カラス        217%
ヒヨドリ　　  △1%
サル△        115%
アナグマ      243%
シカ          102%
キジ          331%
合計          159%

イノシシ     0.4
ノウサギ     0.0
タヌキ       0.0
カラス       0.2
ヒヨドリ     0.3
サル         0.0
アナグマ     0.8
シカ 　　　　0.1
キジ　　　　   -
合計         1.9

イノシシ     0.6
ノウサギ     0.0
タヌキ       0.2
カラス       0.1
ヒヨドリ     0.5
サル         0.0
アナグマ     0.4
シカ         0.1
キジ           -
合計         1.9

イノシシ　　　16%
ノウサギ　　 300%
タヌキ       皆増

カラス     200%
ヒヨドリ    △92%
サル       △100%
アナグマ    203%

シカ         200%
キジ         300%
合計          94%

R２

イノシシ      718
ノウサギ      134
タヌキ          -
カラス      1,114
ヒヨドリ    1,482
サル           60
アナグマ    4,421
シカ          261
キジ          266
合計        8,456

　事業の取組により，令和５年度に新
たに６人が狩猟免許を取得し，有害鳥
獣捕獲隊員の確保につながっている。
　捕獲活動については，捕獲報奨金の
支給により，捕獲活動を活発的に行う
ことができているほか，箱わなの整備
により，特にイノシシの有害捕獲頭数
が増えており，基準年の平成30年度と
比較して約270％増加。（平成30年度
有害捕獲頭数204頭，令和５年度有害
捕獲頭数550頭）

R3

　関係機関と連携し，生産者や地
域住民に対して鳥獣被害防止対策
研修会を開催するなど鳥獣被害対
策についての普及・啓発を図るこ
とができている。引き続き研修会
を行うことで行政主体ではなく，
住民が主体となった鳥獣害に強い
集落づくりを進めていく必要があ
る。
　被害金額，面積ともに，目標を
達成していることから，捕獲体制
の整備による効果が現れていると
思う。今後も目標達成に向けて捕
獲従事者に対しての支援を行い，
効果的な取組を行っていきたい。

 合同会社南九州野生動物保護管理センター　代表社員
 浅井　隆之氏

  イノシシの被害対策に関して，捕獲だけでは被害減は難しい
かと思うので，整備事業を活用できるように普及啓発に注力で
きるとよいと思います。加えてイノシシの幼獣の捕獲が少な
く，根本的な頭数の削減にはつながっていないように感じま
す。幼獣の捕獲が進むような施策を実施できればよいのではと
感じました。
  また，アナグマの被害がかなり減少しているため，その要因
を検証することで他の獣種に対しての被害対策にも生かせるの
ではと感じました。

イノシシ　　　０%
カラス　　 △500%
キジ       △100%
合計       △183%

　町内においてカラス，キジによるバ
レイショ，サトイモ及び飼料作物の食
害が発生していたため，令和３年度，
令和４年度にカラス捕獲箱を導入し農
作物被害の軽減図るとともに，町猟友
会（銃猟者）と連携したカラス・キジ
の捕獲及び追い払いを実施。
　被害防止計画策定前の令和２年度に
おいてはカラス213羽，キジ８羽の合
計221羽に対し，計画期間最終年度の
令和５年度においてはカラス288羽，
キジ５羽の合計293羽となり，捕獲羽
数は33％増加した。



（協議会名） 目標値（千円） 実績値（千円） 達成率(%) 目標値(ha) 実績値(ha) 達成率(%)
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地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価被害金額 被害面積

鳥獣被害防止施設 電気柵(４段) 1地区　17,520ｍ 組合 100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　426頭
イノシシ(幼)　  128頭
シカ　　　　　　670頭
サル　　　　　 　50頭
アナグマ　       ９頭

‐ 100%

有害捕獲
被害防除
生息環境管理

箱わな(中）   １基
ICT付き箱わな １基
放任果樹伐採

姶良市鳥獣被害防止対策
協議会

100%

鳥獣被害防止施設 電気柵(4段)  1地区　19,360ｍ
電気柵(4段)  1地区  20,360ｍ

加治木町西別府川床①地
区電気柵管理組合
加治木町西別府川床②地
区電気柵管理組合

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　409頭
(捕獲頭数にの増加に応じた加算 うち58頭）
イノシシ(幼）　 101頭
シカ          1,039頭
(捕獲頭数にの増加に応じた加算 うち507頭）
シカ(幼)          7頭
サル(成)         27頭
アナグマ          9頭
タヌキ            1頭
カラス            5羽

‐ 100%

有害捕獲
生息環境管理

箱わな(中)  ３基
放任果樹伐採

姶良市鳥獣被害防止対策
協議会

100%

鳥獣被害防止施設 電気柵(2段)　1地区　9,348ｍ
下名鶴田地区電気柵管理
組合

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　483頭
イノシシ(ジビエ）12頭
イノシシ(幼)　　102頭
シカ　　　　　　911頭
シカ(ジビエ）　　16頭
シカ(幼)　　　　　3頭
サル(成)　　　　 15頭
アナグマ          6頭
カラス            3羽

‐ 100%

有害捕獲
被害防除

箱わな(大)　    ６基
箱罠(中)　      ９基
自動撮影カメラ　６台
電気止めさし器　１式
研修会の開催

東串良町鳥獣被害対策協
議会

100%

緊急捕獲
イノシシ　　　　11頭
アナグマ　　　　２頭
タヌキ　　　　　12頭

‐ 100%

有害捕獲
被害防除

狩猟免許事前講習会受講料助成　２人
自動撮影カメラ　４台
追い払い用トランシーバー　５台
先進地研修

東串良町鳥獣被害対策協
議会

100%

緊急捕獲

イノシシ　　　　2頭
イノシシ(幼)　　2頭
アナグマ　  　　1頭
タヌキ　　　　　8頭

‐ 100%

有害捕獲
被害防除

箱わな(大)　　 ６基
くくり罠　 　  20基
わな用受信機 　３機
わな用発信機　 10機
先進地研修

東串良町鳥獣被害対策協
議会

100%

緊急捕獲
イノシシ　　　　19頭
イノイシ(幼)　　 1頭
タヌキ　　       9頭

‐ 100%

実施体制整備 鳥獣被害対策に係るアドバザーの派遣　27回

人材育成活動

集落ぐるみの研修会　２集落で各４回
指導者育成研修会　　　　　　　２回
狩猟免許取得者の技術向上支援
わな猟初心者技術研修会　　　  12回
わな猟実地指導　　　　　　　  15回

ジビエ利用拡大 ジビエ利活用研修会（日置市）  １回

広域捕獲活動

広域捕獲活動(複数市町村による一斉捕獲の推
進）　
４地域で実施（南薩・姶良･伊佐，大隅・熊
毛）
県の広域活動の実施（生息状況調査）

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　野生鳥獣による農作物の令和５年度の被害額は，イノシシの被害が増加したものの，シカやヒヨドリによる被害が減少したため，約３２．３百万円減少し，約２．９８億円（対前年度比９０％）となった。
　これまで県が進めてきた①研修会等を通じた集落ぐるみの取組やその指導者の育成，②県鳥獣被害対策アドバイザーの派遣のほか，③農家等の自衛的なわな猟の取組の推進，④侵入防止柵の整備やICT等を活用した捕獲機材の整備，捕獲活動経費などの支援,⑤県が主導して実施する広域捕獲活動等（R5年度：生息状況調査，R6年度：広域捕獲）の取組をより強化し，今後も市町村等と連携し「寄せ付けない」，「侵入を防止する」，「個体数を減らす」の３つの
取組を総合的かつ一体的に推進し，野生鳥獣による農作物被害の軽減に取り組む必要がある。

R3

R2 R2

再評価

姶良市鳥獣被
害防止対策協

議会

 近年、山間部の開発や森林伐採等
により、野生鳥獣の行動域が人里
に近くなり、また隣接する市町村
から流入する個体（特にシカ）数
が増加傾向にあるが、緊急捕獲活
動支援事業を活用し、捕獲するこ
とで個体数を抑制することができ
ている。
　整備事業については、侵入防止
柵を設置した地域は農作物（主に
水稲）被害を防ぐことができてい
るため、今後も継続して年次、計
画的に整備を進めていくことで、
市全体の被害の減少が見込まれ
る。
　推進事業については、令和３年
度、４年度に蒲生町の漆地区で生
息環境管理事業（放任果樹を伐採
しサルを寄せ付けない環境づくり
を行う）を実施し、事業実施箇所
においては、サルが餌場として近
寄らなくなり、その地域でのサル
の滞在期間が短くなっている。

　合同会社南九州野生動物保護管理センター　
　代表　浅井　隆之氏

　シカの流入は今後も増加していくと思われるので、スレ個体
の出現を避けるために新規に整備事業で防除柵を設置する地域
には、シカの侵入がみられていない段階からシカ用の防除柵の
設置も検討する必要がある。
  併せて生息環境管理も行っていくことで、様々な野生動物に
有効だと思う。

  生息環境管理による
集落ぐるみでの被害防
止対策や侵入防止柵の
設置による被害軽減，
捕獲活動による個体数
の削減など鳥獣被害の
軽減に真摯に取り組ん
でいるが，鳥獣の行動
域が人里に近くなって
いること等により，被
害額は増加傾向にあ
り，被害防止計画の目
標を達成していない。
　今後も「寄せ付け
い」，「侵入を防止す
る」，「個体数を減ら
す」取組を継続して実
施し，目標達成を目指
していただきたい。

イノシシ     491
タヌキ       180
合計         671

イノシシ　△12,000%
タヌキ　　　　 皆増
合計      △16,500%

イノシシ      0.0
タヌキ          -
合計          0.0

イノシシ       0.5
タヌキ         0.8
合計           1.3

イノシシ　　△1,467%
タヌキ　　　　皆増
合計　　　△4,133%

・有害鳥獣対策の体制整備や、そ
れによる捕獲数増加は達成した
が、依然として鳥獣による農作物
等への被害が発生しているため対
策を継続する必要がある。
　事業実施前に比べて住民の鳥獣
対策意識は向上したと思われる
が、対策の効果を更に高める為、
一人一人が自分事として捉え、集
落ぐるみで対策を実施していける
地域づくりを行う必要がある。

　合同会社南九州野生動物保護管理センター
　代表　浅井　隆之氏

　地形的な特色から、被害が出る地域が限局している印象で
す。捕獲圧を今以上に強めることよりも、被害防除に努めると
ともに隠れ場所になるような藪などの環境整備を積極的に進め
ていくことが重要だと感じました。
　イノシシの本地域での食性を解明することも被害軽減につな
がるとともに、効率的な捕獲にもつながると感じました。

・昨年度の事業評価に
おける目標達成率70％
未満に伴う再評価であ
るが，その達成率は，
被害金額▲16,500％，
被害面積▲1,200％と未
達成。
・事業を活用した結
果，有害鳥獣捕獲数は
増加している。
・有害鳥獣の生息範囲
が限定されることか
ら，今後取り組むべき
方向性として，事業を
活用した藪の除去など
生育環境管理を推進す
る必要がある。

イノシシ    5,185
シカ          137
スズメ        840
合計        6,162

イノシシ　△1,205%
シカ　　　　　105%
スズメ　　　△378%
合計　　　　△865%

イノシシ      1.8
シカ          0.3
スズメ        0.6
合計          2.8

イノシシ      4.4
シカ          0.1
スズメ        0.7
合計          5.2

イノシシ　 △224%
シカ　　　 　243%
スズメ　　　  74%

合計        △102%

R3

R4

再評価

東串良町鳥獣
被害対策協議

会

東串良町
全域

イノシシ
サル

アナグマ
タヌキ

・岩弘地区・川東地区でイノシシ等に
よる収穫時期の水稲や甘藷等被害が多
発しており、加えて有害鳥獣捕獲従事
者の高齢化等に伴い、捕獲率が減少傾
向にあったことから、本事業を活用

し、被害の軽減と併せて捕獲従事者の
確保・育成に取り組むこととした。

　捕獲用の箱罠等の導入により、被害
発生の主な鳥獣であるイノシシの捕獲
頭数は事業実施以前（H28年５頭、H29
年２頭、H30年８頭）に対して大幅に
上昇した（R2年16頭、R3年４頭、R4年

27頭、R5年54頭）。
　また、狩猟免許資格保有者が４人増
加し、後継者の育成という面において

も効果があったと考えられる。

イノシシ　　　　７
タヌキ　　　　　ー
合計　　　　　　７

R4

R2

R4

R2

姶良市全域

イノシシ
シカ
サル

アナグマ
タヌキ

ノウサギ
ヒヨドリ
カラス
スズメ

　整備事業を活用し侵入防止柵を設置
した箇所においては、圃場への鳥獣の
侵入を許すことなく、農作物被害を防
ぐことができている。
　また、森林伐採や開発等により、野
生鳥獣の行動域が人里に近くなってい
る現状はあるが、一方で隣接する市町
村から流入する個体（特にシカ）数の
増加については、緊急捕獲活動支援事
業を活用し抑制できている。
　推進事業による生息環境管理事業実
施箇所においては、サルが餌場として
近寄らなくなり、その地域でのサルの
滞在期間が短くなっている。

イノシシ      787
シカ          140
スズメ        276
合計        1,203

R3

鹿児島県 鹿児島県 R5 ー 県 ーー ー ー ー

　鳥獣被害対策アドバイザー派遣
などによる集落ぐるみの被害防止
研修会の開催や，侵入防止柵の整
備，捕獲対策の強化（ジビエの利
活用を含む）など，ソフト・ハー
ド両面にわたる総合的な対策を
行ってきたことにより，被害額は
右肩下がりの傾向が続いており，
対策の効果が現れている。
　令和５年度の被害額は，令和４
年度に比べ約３２百万円減少し
た。
　今後とも市町村，猟友会と連携
しながら研修会の開催や県主導の
広域捕獲活動の実施，先端技術
（ICT）を活用した罠の導入促進に
よる有害捕獲の強化を図りながら
「寄せ付けない」「侵入を防止す
る」「個体数を減らす」といった
３つの取組を総合的かつ一体的に
進めていく必要がある。

R5 ー

　地域住民が主体となって，寄せ付け
ない取組や侵入を防止する取組を効果
的に進めるため，実施地域を２地区選
定し，鳥獣被害防止対策の専門家によ
る鳥獣の潜み場やえさ場の解消作業，
侵入防止柵の設置や適正な管理方法を
などを学ぶ集落ぐるみの研修会を各４
回実施したことで，鳥獣被害対策の適
正な知識の習得，意欲向上に繋がり，
被害軽減の効果が現れている。
　また，各種研修会での獣種別の被害
対策の周知や地域における効果的な鳥
獣被害防止対策を推進するため，集落
等地域が行う研修会や検討会へ県登録
のアドバイザーを講師として派遣し，
助言・指導を行うことで，住民が主体
となった鳥獣被害対策に取り組む意識
の向上が図られ，農作物被害の軽減に
繋がった。

ー ー ー

R3

R4


